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他施設から“選Iれる'l丁連携の要件を説く
IT医療連携への参加を経営視点から捉える―連携を経営上の成功に結びつけた施設のトップに、その戦略と具体策を明らかにしてもらう

◎特集

本当にスマートラウYスは業務軽減につながるか

2013年夏に最新式の小型重粒子線治療装置を導入し治療を開始した九州国際重粒子線がん治療センターは、九州地方における先進的ながん治療の拠点として
大きな位置をすでに持ち始めている (詳細はグラビア頁)。 同センターを背景に工藤詳センター長○と塩山善之副センター長

緊急提言― 医学物理士育成の要諦

建築で病院の課題を解決するParta
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